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「新しい事務所が完成しました」

　こんにちは、参議院議員の西田昌司です。今日は6月18日火曜日です。
　今日は6月15日土曜日に私の選挙事務所完成したので、事務所開きした様子を皆様方にお見せ致したいと思います。事務所の場所は、京都市役所の北側にあり、河原町通りの押小路通りを上がった所にあります。向かいには、日本銀行があります。
では、事務所の中をご紹介致します。ここは家具屋の跡地でして、ショーウィンドウになっておりますので、皆様方にも来て頂きやすい雰囲気の事務所になっております。ここには皆様方から頂いた為書きが沢山飾ってあります。
6月15日に私の事務所の事務所開きであり、本当に沢山の方々にお越し頂きました。その時に私は決意表明を致しました。その映像をご覧頂けましたら、私が参議院選挙に向けて、どういう覚悟で戦うのか、ということをお分かり頂けると思います。ぜひ、ご覧頂きたいと思います。
本日も御覧頂きありがとうございました。
(以下、決意表明演説)
　本日は大変お忙しい中、私の選挙事務所開きに際しまして、京都府下の、津々浦々から、沢山の方にお集まり頂きました。心より御礼申し上げます。本当に有難うございます。
[bookmark: _GoBack]　さて、私は6年前に参議院議員として、国政に送り出して頂きました。その時の総理は、今と同じ安倍総理でした。しかし、その当時、安倍総理はとても厳しい政治的なバッシングに遭いました。私は当選させて頂きましたが、国会が始まりまもなく、体調を崩され、総理を辞められてしまいました。そして、福田総理、麻生総理と自民党政権が続きましたが、参議院はずっと少数与党のままでした。そして、4年前には衆議院選挙で自民党は大敗し、我々は下野をするという体験を致してしまいした。私は国会の中で、民主党政権のデタラメぶりを徹底的に追求してきました。民主党が掲げてきた政策、マニフェストがいかにデタラメであったか、それから、進められていた政策が国益を如何に害することになっていたか、経済が破綻した原因は言うまでもありません。また、それに留まらず、外交安全保障の分野では、中国が領土的野心を剥き出しにし、尖閣諸島はおろか、沖縄まで自分達の国だと言い出す始末です。このような、とんでも無い国難に陥らしてしまったのは、もちろん民主党政権の責任であります。しかし、同時に私は、戦後長い間、50年以上与党を務めてきた自民党自身も、大いに反省をしなければならないと考えております。自分達の国を守ることを我々自民党自身が、疎かにしてきたのではないか。それから、経済分野においては、あまりにもグローバリズムに流れてしまい、国内の格差を助長してしまったのではないか。気が付けば、日本全国で大変な格差社会、大きな貧富の差が問題となってきました。その結果、日本に対する先行き不安は募りました。そして、不況の1番の原因は、ある意味我々自民党に大いなる責任があると、私は考えています。だからこそ我々は、安倍総理はまだ総理ではなく、一人の衆議院議員でありましたが、安倍総理に対しまして、「もう一度我々が政権を取らなければならない。民主党政権に変わって、しっかりとした自民党の政権を作っていかなければならない。しかし、その際には、かつての自民党の政策のままで良いのではなく、大いに今までの自民党の政策を反省しようではないか、そして、デフレ脱却のために財政出動を始めとして、徹底的な経済対策をしましょう。」ということを安倍総理と共に勉強会を重ねて来ました。アベノミクスは、正に勉強会の下積みの成果が表れています。しかし、アベノミクスは単なる国民の期待から株価が上がったりしていますが、現実にはまだ予算は執行していません。その理由は、この本予算が決まったのが5月15日だったからです。これからこの予算を、それぞれの地方議会で予算として可決をして頂けなければなりません。そして、それを執行していくことにより、初めて実需として皆様方の生活を潤します。従って、「アベノミクスは、まだ効果がない。」などと色々な批判を民主党の方々や様々なマスコミに出られている方々が仰っていますが、これは当たりません。今しばらく、予算が執行されるまで時間がかかりますが、それまでお待ち頂きたいと思います。しかし同時に、我々は予算の執行だけではなく、まだ国民の皆様方にしっかり説明しきれていない部分があります。それは、アベノミクスは構造改革路線からの決別するものだ、と私は考えております。党内でこの部分が整理できていないことで、かつての構造改革と同じような政策になるのではないか、というご心配、ご懸念をされている方もいます。これは、我々の参議院選挙が終わってから、もう一度党内で徹底的に議論し、正しい方向付けを行わなければなりません。それと同時に、重要なことは、経済の再生だけではなく、国を守るということであります。国を守るということは、アメリカに頼るということではありません。アメリカと中国がこれから大国同士で手を繋いでいく様子が、先日からアメリカでの首脳会談の様子が報道されています。アメリカ頼みでは、中国とアメリカが手を組む時代に日本の国益は守り切れません。自分達の国を日本人自身がしっかり守るという決意をしなければなりません。政治家が国民にこの現実をしっかりと話さなければならない時代になっています。つまり、私が申し上げたいのは、この21世紀の日本は、戦争が終わり、その戦争の中から経済復興を遂げてきました。アメリカと共に経済復興を遂げてきた時代から一変し、中国が台頭し、アメリカが同調するという時代になっていき、その時代の経済政策、安全保障政策は、もう一度原点に戻る必要があるということです。私は、府議会議員の時代から20数年間に渡り、ずっと同じことを申し上げてきました。それは選挙事務所にも書いてあるスローガンそのもので、「伝えよう、美しい精神と自然。日本の背骨を取り戻そう！」であります。この意味は、戦後日本人が自分達の国を守るために、我々一人一人が日本を支えていき、日本人本来の意識を取り戻そうではないかということです。そのことによって、日本人のプライドと自信が蘇ってきます。いかなる困難な時代が来ようとも、我々がこうした気持ちを忘れない限り、必ず日本は蘇ってきます。また、蘇らせなければなりません。今、安倍内閣が訴えている「日本が日本を取り戻そう」というスローガンも、今私が申し上げました言葉に通じるものである、と私は信じて疑いません。どうか今回の選挙戦、巷の色々な下馬評もありますが、私はそのようなことと全く関係なく、一心不乱に今私が申し上げてきたことを皆様方に訴えていきたいと思います。そして、今回の選挙からは、ネット選挙解禁だと言われています。私が今、申し上げたことを何百、何千という動画をインターネット上で公開させて頂いております。ぜひ、こちらの方も色々な方々にご覧になって頂きたいです。そして、一緒に、もう一度日本を取り戻そうではありませんか。どうか皆様方のご支持、ご支援を最後の最後までお寄せ頂きますよう、心からお願いを申し上げまして、私の決意表明とさせて頂きます。本日は、お集まり頂きまして誠にありがとうございました。
　

